
項目 課題 目的 具体的内容 備考 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
1

・口腔ケアの重要性な
ど見落とされがちであ
る
・口腔ケアに関する意
識付け不足

・在宅口腔ケア提供体制を構築

・在宅訪問歯科診療相談窓口業
務を継続する。
・医師、ケアマネジャー、訪問看
護師への再周知を行う。
・歯科医師会との定期的なミー
ティングを継続する。
・回復期病院に入院する脳卒中
パス患者への歯科介入を継続す
る。
・訪問歯科診療申込書の新様式
での運用を開始する。

・毎月第4月曜
日、歯科医師会
とのミーティング
・相談窓口業務

・三川町介護予
防会議での周知
（13日）

・訪問歯科診療
申込書の新様
式での運用開
始

・医科歯科連携
を考える会に共
催（21日）

2

・訪問栄養食事指導に
ついてあまり知られて
いない

・訪問栄養食事指導の実態把
握

・栄養士会への聞き取り調査を実
施する。

・情報収集・聞き
取り内容の検討

・栄養士会への
聞き取り調査実
施
・調査結果まと
め

3
・訪問看護師が薬剤師
に繋ぐ窓口がない
・訪問服薬指導が活用
されていない

・薬剤師会で設置した窓口の周
知
・訪問服薬指導の必要性につ
いて啓発し、利用促進に努める

・薬剤師会との定期的なミーティ
ングを継続する。
・薬剤師会で設置した窓口につい
て文書等による周知を行う。

・毎月第3月曜
日、薬剤師会と
のミーティング

・相談窓口を薬
局に設置

・お薬相談依頼
書、在宅薬剤（居
宅療養）管理指
導依頼書を薬剤
師会と作成

・窓口設置につ
いての文書作
成、周知

・医師と薬剤師と
の意見交換会を
共催

4

・組織横断的な情報共
有体制が構築されてい
ない

・在宅医療地域資源マップの活
用促進
・ほたるHPの情報充実度を高
める

・在宅医療地域資源マップの更
新（情報の見直し、追加）を行う。
・毎月介護事業所等の新設等に
関する情報を把握する。
・訪問診療の実施・範囲について
調査をし、在宅医療地域資源マッ
プに情報を集約していく。
・HPに各情報のリンクを貼り、分
かりやすく説明する等工夫する。

・HPに掲載する
情報、リンク先
の確認

・確認した情報
をホームページ
へ掲載

・在宅医療地域
資源マップの更
新

5

２４時間対応の在
宅医療提供体制
の構築

・バックアップ体制の構築

・支え合いグループ体制「ゆきち
ネット」が機能するか検証を行う。
・看取り以外のケースでも対応で
きるのか検討する。

・｢ゆきちネット｣
運用開始

・まとめと課題整
理

6

・地域電子カルテ
「Net4U」を利用する医
療機関が少ない

・多職種連携の情報共有の
ツールとして「Net4U」の活用を
促進する

・鶴岡地区医療情報ネットワーク
協議会とタイアップし、研修会等
を開催する。
・歯科医師会会員への説明会を
開催する。

・居宅介護支援
センターくしびき
（19日）、阿部医
院（28日）、協立
歯科クリニック
（31日）にて
Net4Uの説明を
実施

・かみじ荘（11
日）、健楽園（13
日）、ふじの花荘
（27日）にて
Net4Uの説明を
実施

・健楽園（7/3）
にてNet4U操作
説明
・歯科医師会例
会(7/30)にて
Net4Uの説明を
実施

・ちょうかいネット
研修会との共催

7

・在宅療養における医
療と介護間の連携が
シームレスでない

・介護者参加型Web共有連絡
ノート「Note4U」の活用を促進
するために周知する

・市民への周知（メディアの活用）
を行う。
・個別に説明していく。

・施設訪問調査に
合わせて、施設
への周知を行う

8

・短期入所空き情報提供の充
実

・毎週のショートステイ空き情報
提供を継続する。
・画面の見やすさ等検討する。

・毎週水曜日の
空き情報更新

9

・医療依存度の高い方の施設
受入れ情報の充実

・医療依存度の高い方の施設受
け入れ情報提供を継続する。
・新設の情報追加、内容の更新
を行う。
・活用のための周知を行う。

・ホームページへ
の掲載について
の文書を作成し、
周知

10

・在宅医療連携の鍵となる医師
の意識高揚

・南庄内在宅医療を考える会の
企画段階から参画する。
・医師と多職種の意見交換の場
を設ける。

・第1回南庄内在
宅医療を考える
会（訪問看護師と
医師との意見交
換）（21日）

・第2回南庄内
在宅医療を考え
る会（ケアマネ
ジャーと医師と
の意見交換）

・第3回南庄内
在宅医療を考え
る会（訪問リハビ
リと医師との意
見交換）
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多職種連携上の
課題と解決策

・多職種の事務的業務
の負担が大きい

チーム医療を提
供するための情
報共有体制の整
備

効率的な医療提
供のための多職
種連携



項目 課題 目的 具体的内容 備考 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
11

・在宅医療に関する情
報不足

・在宅医療に関する情報を把握
し、総合相談窓口の充実を図る
・把握した情報から、多職種連
携の課題等の抽出を行う

・介護施設での下記に挙げた項
目の受け入れに関する聞き取り
調査を実施する（CVポート、経腸
栄養（胃ろう・腸ろう）、経鼻・経管
栄養、経腸栄養ポンプ、喀痰吸
引、がん、透析、精神障がい（周
辺症状も含む）、看取り、感染
症、ストーマ）
・喀痰吸引に対応できる訪問介
護事業所・人数を把握する。
・各事業所（入所・ショートステイ）
のノロウィルス等感染症への対
応を把握する。
・障害者総合支援法（H25.4 ～）
が施行されてからの市役所の体
制、難病支援についての情報収
集をする。
・訪問リハビリ、デイサービス、デ
イケアの職種調査（特にST）を行
う。

・施設訪問インタ
ビュー（７事業所
済み）

・障害者総合支
援法に関する情
報収集（鶴岡
市・三川町の福
祉課）

・聞き取り内容
のまとめ

12

・地域住民向け企画へ積極的
に参加し、地域住民への在宅
医療の普及啓発

・市民公開講座を開催・共催す
る。
・地域で行われる各種イベント等
に積極的に参加する。

・からだ館と市
民勉強会を主催
（15日）

・市民健康のつ
どいに参加（6
日）

13

・在宅医療に関する情報発信の
強化

・年3回ニュースレターを発行す
る。
・荘内日報社の「敬天愛人」への
掲載

・ほたる便り1号
発行

・敬天愛人への
掲載

・ほたる便り2号
発行
・敬天愛人への
掲載

・敬天愛人への
掲載

・ほたる便り3号
発行

14

・地域住民向け相談窓口業務
を継続

・地域住民向け相談窓口業務の
継続、普及啓発する。
・地域が抱える問題の抽出・対策
の検討を行う。

・相談窓口業務
・相談内容を
データベースへ
入力

・相談内容集計

15

・在宅療養者やその家
族等が口腔ケアに関し
て関心が低く、歯科介
入の必要性があっても
介入できない

・口腔ケアの重要性を周知する
・訪問歯科診療に関する普及啓
発

・地域で開催される会に歯科医師
会とともに参加し、普及啓発を行
う。

・三川町介護者
のつどいにて周
知（8日、28日）

16 ・職種間の認識不足
・病院や在宅医療に関
わる多職種・相互のス
キル不足
・地域の会を集約する
窓口がない

・拠点が主催（もしくは共催）す
る教育・研修の企画・運営

・ほたる多職種研修会（年3回）を
開催する。
・医療と介護の連携研修会（年2
回）を共催する。

・第１回ほたる
多職種研修会
主催（19日）

・第1回医療と介
護の連携研修会
共催（8日）

・第2回ほたる多
職種研修会主催
（12日）

・第2回医療と介
護の連携研修会
共催

・第3回ほたる多
職種研修会主催

17

・介護施設に勤務する
看護師と介護士の連携
不足

・生活の場での支援者を担う看
護師・介護職のケアの機能強
化

・ほたる意見交換会（年1回）を開
催する。
①介護施設に勤務する看護師に
インタビュー
②介護施設に勤務する看護師と
介護士に看護職と介護職の連携
に関するアンケート調査実施
③看護師対象に課題の共有・情
報交換会を開催

・インタビュー内
容、アンケート内
容の検討と用紙
作成

・施設訪問インタ
ビュー

・インタビュー結
果まとめ

・アンケート調査
実施
・アンケート調査
結果集約

・ほたる情報交
換会開催

18

ステイクホルダー
との連携

・医療ニーズの高い方
のレスパイト先がない
・難病、透析患者等の
対応困難なケースに対
応する体制が整ってい
ない

・地域ケア会議に積極的に参加
し、地域の課題解決方法等を学
ぶ

・地域ケア会議に積極的に参加
する。
・行政との定期的なミーティング
を継続する。

・毎月第1月曜
日、行政との
ミーティング

・鶴岡市地域ケア
会議勉強会に参
加(10日）
・包括支援セン
ターつくし主催の
個別地域ケア会
議に参加（14日）
・三川町介護予
防会議に参加
（13日）
・市町村セミナー
への講師派遣
（28日）

在宅医療に関する知識
不足

在宅医療に関す
る教育・研修

在宅医療に関す
る地域住民への
普及啓発

効率的な医療提
供のための多職
種連携



項目 課題 目的 具体的内容 備考 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
19

・事業所ごとなど、小規
模で開催されるケアマ
ネジャーの学習の場が
ない
・一部のケアマネ
ジャーは医療的知識に
自信がない
・勉強会、研修会の
コーディネートをする機
関がない
・地区特有の課題等の
把握ができてない

・小規模での勉強会によるスキ
ルアップ
・ケアマネジャーと拠点の関係
を醸成する
・勉強会、研修会のコーディ
ネーター役を担う
・地区特有の課題の把握

・事業所ごとの出張勉強会を開
催する。
・事業所訪問を行う。

・講師の仲介、
研修会の支援
をしてほしいと
事業所から希
望あり

・施設訪問インタ
ビュー

・居宅介護支援
センターおおや
まにて出張勉強
会開催（25日）

20

・病院での在宅医療へ
の情報不足

・現場に出向き、医療的助言
や、地域資源情報の提供を行う

・病院での退院前カンファレンス
へ積極的に参加する。
・総合相談で対応したケースの担
当者会議へ参加する。

21

地域包括支援セ
ンターとの連携

・地域包括支援セン
ターとの連携不足

・情報収集、地区特有の課題を
把握する
･包括との信頼関係を醸成する

・毎月の地域ケア推進担当者会
議に出席する。
・鶴岡・三川の各包括支援セン
ターの活動を理解する。

・地域ケア推進
担当者合同会
議に参加（19
日）
・三学区・田川・
湯田川地区の
地域ケア推進担
当者会議へ参
加（毎月第一水
曜日）

・鶴岡市包括支
援センター連絡
会に参加（23日）

・田川地区介護
者のつどい｢やま
ぶきの会｣への参
加（25日）
・つくし主催地域
ケア会議に参加
（14日）

アウトリーチ


